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読書メモ
万葉集について（つづき）
・令和と万葉集　枻（えい）出版社【2019年6月10日発行】
現代に受け継がれる日本精神文化の原点とは
はじめに： 
1． 中国四川省・成都で開催されたサッカーの国際ユース選手権『パンダ・カップ2019』で韓国は5月29日、中国を3-0で退け、3戦全勝で優勝を果たした。しかし、優勝セレモニーでトロフィーを踏みつけて記念撮影を行ったほか、トロフィーに向かって用を足すような仕草を見せた選手がいたとして批判が殺到。韓国の選手や監督は30日に大会組織委員会を訪れて謝罪したが、同国の優勝剥奪が決定された。
2． 　　英公共放送『BBC』は「実に不適切なパフォーマンスで、韓国チームが優勝を剥奪された」と銘打ち、「あろうことかある選手が、トロフィーを踏みつけながら優勝の喜びを表現した。中国国内で怒りの声が沸き上がり、彼らは謝罪に追い込まれた」と報道。「中国のSNS上では件の写真の閲覧数がほんの数時間で5900万回を記録した」とも伝えている。
 さらに欧州衛星放送局『Eurosport』も「目を疑いたくなる光景」と題し、「韓国の若者たちは羽目を外しすぎた。騒動になってから気づいて謝罪をしたものの、あとの祭りだった」と断じる。そして英紙『The Sun』は「なんとも野蛮で下品な行為に驚かされる。なかにはトロフィーのカップに向かって排尿するポーズをした選手もいたという。嘆かわしい事実で、中国の関係者が“重大な侮辱”と捉えるのも致し方ない」と論じた。
3． 　中国のスポーツメディアの『新浪体育』は、優勝トロフィーを踏みつけるなどの行為を行ったU-18韓国代表を批判するとともに、日本との比較についても言及している。
　同メディアは韓国について「彼らは自分たちのスポーツマンシップに関して謝罪しているにすぎない。中国サッカーにとって彼らは、いまだ冷笑すべき存在だ」と非難している。
　記事によると、韓国チームは宿泊先のホテルでも頻繁に部屋の変更を要求するなどの問題行動があったという。成都サッカー協会の関係者は「今後、成都サッカー協会は韓国を招待することはないと予想される」と指摘し、「日本チームが過去に2度参加したことがあったが、彼らの素養の高さは恐ろしいほどだった」と日本との比較も述べたようだ。
　続けて同メディアは、「日本はロシア・ワールドカップでベルギーに悲惨な敗戦を喫し、ファンはとても悲しんでいた。それでも彼らは涙を流しながら、いつものように応援席のゴミ拾いを行っていた」と昨年夏の出来事を振り返り、国民性を称えている。

このように海外のメディアからも高く評価される日本人の素養の高さは、どこからきているのだろうか？「万葉集」を読み進む中で、ここに、現代に受け継がれる日本精神文化の原点があるのではないだろうかという気持ちが強く湧き上がってきた。そこで、前回に引き続き「万葉集」について、考察してみた。そこで今月発行された「令和と万葉集」枻（えい）出版社を読み感じたことを纏めてみた。この本の中では、万葉集について次のような記述がなされている。。
・天皇から庶民まで-　　最古の歌集である万葉集には、いにしえから連綿と受け継いできた日本人の素晴らしい心が収められている。
・万葉の人々の心を忘れずに日本人としての誇り高き精神を持つことは、これからの世界をよりよくすることにつながっていく。
万葉集について：
1. 万葉集とは、何か。なぜつくられたのか？
　「万葉集」は、わが国に現存する最古の和歌集である。長い年月をかけて増減を繰り返しｌ、次第に形作られていったものと考えられる。収容歌は、4500首を超える。皇族や貴族から官僚，防人、農民、さらには、東国の民謡（東歌）など幅広い人々の歌が集められてぼり、作者不詳の歌も2100首以上収められている。最終的に「万葉集」として体裁が整ったのは、
759年以後780年ごろにかけての時期ともられこの編纂には、大伴家持がかかわったと指摘されている。
　一般に、集落が形成されれば、民謡が生み出される。集団性に裏付けられた歌である。民謡は、やがて口誦的（こうしょうてき）な歌謡となって流布する。また、都市化が進む中で従来の口誦性や集団性を基本とする歌謡とは、別の表現が求められるようになってくる。こうして生まれてきたのが和歌である。和歌は、歌謡を基礎として踏襲するが、次第に和歌独自の形として完成せていった。
２.構成と内容
「万葉集」には、基本として「三大部立」という分類法が認められる。これは、雑歌（ぞうか）、相聞歌（そうもんか）、挽歌（ばんか）の三つである。「雑歌」は、「相聞歌」、「挽歌」以外の歌。「相聞歌」は、恋、あるいは、愛の歌，「挽歌」は、死者を哀悼する歌である。
日本人の持つ優しい心、他人を思い尊重する心の源泉は、万葉の時代から続いているのではないだろうか？そこで万葉集の中からそれらに結びつくものをいくつか探っていきたいと思う。
万葉集を読み続く中で、いにしえから続く素晴らしき日本人の心がわかるのはないだろうか？
（日本人のルーツは、万葉集にあるのでは？）

1． 三大歌人（柿本人麻呂、山部赤人、大伴家持）の歌：
2． 天皇と皇后の歌
3． 女性歌人
4． 庶民の歌
5． 東歌
6． 防人の歌
7． 四季の歌
1-①柿本人麻呂
　　　万葉集の約4500首のうち柿本人麻呂の作は，84首に及ぶ。和歌の神のように尊敬され、平安時代の歌人たちにも「歌聖」として尊敬された。藤原京のときの宮廷歌人。
磯城島（しきしま）の　大和の国は言霊（ことだま）の助くる国ぞ　ま幸（さき）くありこそ
（大和は言霊が助けてくれる国であるから無事であられるでしょう）
-＞都から地方に赴任するとる友か遣唐使の一行を見送るときか、いずれにせよ旅立つ人の無事を祈る歌とのことである。やさしい心遣い思いが感じられる。
1-②山部赤人
　柿本人麻呂とともに「山柿之門」と称されその歌は、和歌の手本とされた。下級役人であったが、天皇の行幸に随行したり、地方の役所に行くことがよくあったらしい。
田子の浦ゆ　打ち出でて見れば　ま白にそ　富士の高嶺に　雪は降りける
（田子の浦を通って広々とした視界が開ける所にでてみると　なんと真っ白に富士山の高値には、雪が降り積もっていたのだった）
-＞富士山の姿をみたときの感情（驚きと感動）が眼に映るようである。人麻呂にとっては、東国の景色がめずらしかったのかもしれない、（大和では、感じられない風景では）
1-③大伴家持
　大伴旅人の長男。越中（富山県）と因幡（鳥取県）の国守（長官）をつとめた。

「万葉集」の編集者であり、家持の歌は、473首を収録。
磯城島（しきしま）の大和の国に　明らけき　名に負う供（とも）の緒（を）心務めよ
（大和の国の初めから誉れある大伴の子孫であるわが一族よ、その名に恥じないように心引き締め務めよ）
-＞大伴氏は、軍事をになってきた氏族でそれは、初代神武天皇の東征以来のことだという。藤原氏や橘氏との権力争いがあったがその中で家持は、一族の気持ちを引き締めたかったようである。
2. 天皇の詠んだ歌
大和には、群山（むらやま）あれど　とりよろふ　天の香具山　登り立ち　国見をすれば、国原（くにはら）は、煙（けぶり）立ち立つ　海原は、かまめ立ち立つ　うまし国そ　あきづ島　大和の国は（この大和の国には、多くの山々がある。とりわけ天の香具山に登って見渡せば、民は豊かで、家々に煙が立ち、海原では、かもめが飛んでいる。豊かな良い国だ。あきつしま大和の国は）
-＞万葉集の2番目、舒明天皇が高台から国の様子を見る国見の歌。当時の天皇の一般庶民をみて心和む（民の幸せを願う）気持ちがでているようである。天皇が民と寄り添いたいと願う気気持ち。
　なお、巻頭歌では雄略天皇が女性に名前を聞いているが、女性が名前を教えるのは結婚の承諾だそうである。日本人にとって名前というものがいかに重要かよく分かる。（「千と千尋の物語」で千尋が「湯ばーば」に名前を千に変えられ支配されてしまったことが思い出された）。

3. 女性の詠んだ歌
きみ待つと　我が恋ひ居（お）れば　我が屋戸（やど）の　簾（すだれ）動かし秋の風吹く
（大君を恋しく思って待っていると、部屋の簾が動いた。いらっしゃったと思ったけれど、秋の風が吹いただけだった）
-＞額田王（ぬかだのおおきみ）が「近江天皇（天智天皇）を思って詠まれた歌」との歌とのことである。ただし、額田王は、かつては、天智天皇の弟の大海人皇子（天武天皇）の妻であったが、後に天智天皇の後宮に入ることになった。天武天皇と交わした相聞歌もあるので、兄弟で恋を争ったのではないかとも言われている。この当時は、天皇も一夫多妻制とのことである。また、額田王は、絶世の美女とのことである。
このような危ない歌は、宴の座興として詠まれていたようであり、万葉の時代の自由な（懐の深い？）様子が感じられる。
4. 庶民の歌
幸（さきは）ひの　いかなる人か黒髪の白くなるまで　妹（いも）が声聞く
（なんと幸せな人　黒髪の白くなるまで　妻の声が聞けるとは）
-＞長年妻と一緒に生活できたことを感謝している。日常の穏やかな生活に満足している。
玉垂（たまだれ）の小簾（こす）のすけきに　入（い）り通い来（こ）ね　たらちねの
母が問はさば　風と申さむ
（玉垂の玉のすきまから入ってきてください。母が聞いたら風が吹いただけと答えますから）
-＞女性が男性に言った表現とのことである。当時は、男性が女性の家に通っていくとき
それを監視するのが、母親の役割だったとのことである。現代においては、このようなことは、
通常、考えれられないように思うが・・・
5. 東歌
多摩川に　さらす　手作り　さらさらに　なにそこの児の　ここだかなしき
（布さらす多摩川はさらさら　あの娘はさささらに、なんと可愛いのか）
-＞さらさらと流れる川で手織りの布をさらす「児」（若い娘）が可愛いと表現しており恋の歌とのことである。素朴な感情と周りの風景のコントラストが素晴らしい！
6.防人の歌
父母が　頭かき撫（な）で　幸（さき）くあれて　言ひし言葉ぜ　忘れかねつる。
（父母が私の頭をかきなでて　無事でいろと言った言葉が忘れられない）
-＞はせべの稲麻呂の歌。
防人は、唐・新羅の侵入に備え九州北辺を守った兵士。三分の一が年ごとに交替。任期は三年。東国出身者が多い。この歌は、素朴で子を思う気持ちが切実に感感じられる。現代にも通じる父母の愛が感じられる。（いつの時代でも子を思う気持ちは、同じだ）
防人に　行くは誰（た）が背（せ）と　問ふ人を見るが羨（とも）しき　物思（ものも）せず
（のんきに、防人に行くのはどなたのご主人、と聞く人を見る羨（うらや）ましさ、夫をとられてしまう私のような悲しい思いもしないで）
-＞防人の妻の歌

人の不幸には、鈍感な女をたちの言葉を胸のつぶれるような思いで聞きながら立ちつくす妻の姿がありあとみえるようである。
７．四季の歌
　石走（いわばし）る　垂水（たるみ）の上の　さわらびの　萌え出づる春になりにけるかも
（岩の上を　飛沫をあげて　流れ落ちる滝のほとりに　さ蕨がやわらかに芽吹いている。春がきたのだなあ）
-＞「貴の皇子（しきのみこ）のよろこびの一首」となっている。
リズムに乗って流れくだる調べが素敵な一首。躍動的な水の音とともに、春が一気に到来する気分が歌にあふれているのが素晴らしい。
-以上
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